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国土交通省 関東地方整備局 相武国道事務所 

中日本高速道路株式会社  東京支社 

記 者 発 表 資 料 

国土交通省関東地方整備局と中日本高速道路株式会社が共同で事業を進めている 

国道４６８号首都圏中央連絡自動車道（圏央道）の相模原愛川ＩＣから高尾山ＩＣ間について

は、平成２５年度末の完成に向けて、用地取得の遅れによる影響を取り戻すべく、地元の協

力を得て、施工時間を延長しつつ工事を全面展開しております。しかしながら、トンネル工事

において想定よりも固い岩盤が確認され、工事の進捗に遅れが生じたとともに、中日本高速

道路株式会社において、安全性の更なる向上に取り組んでおり、その対策も多岐にわたり

実施することとなりました。 

これらを受けて工事工程を見直した結果、平成２６年６月に開通できる見通しです。 

（相模原ＩＣの開通目標年度は平成２６年度で変更はありません。） 

発表記者クラブ 

竹芝記者クラブ、神奈川建設記者会、神奈川県政記者クラブ、東京都庁記者クラブ 

相模原記者クラブ、八王子記者クラブ、立川市政記者クラブ、青梅・西多摩記者クラブ 

お問い合わせ先

国土交通省 関東地方整備局 相武国道事務所 ０４２－６４３－２０１０（代） 
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■路線概要

圏央道（首都圏中央連絡自動車道）は、都心から半径およそ４０ｋｍ～６０ｋｍの位置に計画

された、延長約３００ｋｍの高規格幹線道路で、横浜、厚木、八王子、川越、つくば、成田、木更

津などの都市を連絡し、東京湾アクアライン、東京外かく環状道路などと一体となって首都圏

の広域的な幹線道路網を形成する首都圏３環状道路の、一番外側に位置する環状道路です。 

首都圏の道路交通の円滑化、環境改善、沿線都市間の連絡強化、地域づくり支援、災害時の

代替路としての機能など多くの役割を担います。  

■区間概要 

路線名 ： 国道４６８号 首都圏中央連絡自動車道（圏央道） 

区間延長 ： １４．７ｋｍ（相模原愛川ＩＣ～高尾山ＩＣ間） 

車線数 ： ４車線 

連絡予定施設： 相模原愛川ＩＣ  国道１２９号 

   相模原ＩＣ     津久井広域道路 

   高尾山ＩＣ     国道２０号 

相模原愛川ＩＣから高尾山ＩＣ間が開通することで、東名高速道路、中央自動車道、関越自動車道

が結ばれ、より広域的な利便性の向上が期待されます。開通に向けた舗装、管理用施設、安全対策

等の工事を進めてまいります。 


